
地下水との反応によって膨張固化する新たな材料「TAFDEX」を締固め工法に適用した液状化対策工

法を開発することを目的とし、その有効性を、材料の膨張性能、製造された材料の品質、ならびに実

地盤での改良効果の観点から検証しました。

研究の目的

「TAFDEX」は、硬焼石灰および転炉スラグを主成分とし、無拘束圧条件下で約80%の体積膨張を

呈します。膨張による改良率の増加を見込めるので、従来の砂杭と比較して、改良体打設本数を削減

可能であるという特徴を有しています。論文では、一連の研究開発の中で、地中での膨張量への影響

要因に着目した室内試験、現地混練装置にて製造された材料の品質確認試験、ならび実機を用いた施

工試験結果を通して、同工法の有効性を検証しています。

技術の説明

「TAFDEX」の地中での膨張特性に影響を及ぼす要因である、転炉スラグの初期含水比および拘束圧

の影響を見出し、これらを考慮した改良率の設計の考え方を示しました。現場での「TAFDEX」の製

造を可能とする装置を用いた製造試験を実施し、高い精度の品質が確保されていることを確認しまし

た。さらに、実機を用いた試験施工を実施し、従来の締固め砂杭よりも改良体打設間隔を拡げても同

等の地盤改良効果を得られることを確認しました。

主 な 結 論
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静的締固め工法

膨張固化性能を有する材料「TAFDEX」を用いた液状化対策工法
材料の膨張特性と製造試験・施工試験結果
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Liquefaction Countermeasure with the use of Expansive and Hardening Material 'TAFDEX'
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